
令和 3年度緑化推進計画（取組個票・管理指標編）の変更点について

○県総合計画の見直しに合わせ、緑化推進計画の指標の見直しを行った。

○短期目標に向けた取組内容の評価を記載した。

上記について、意見を伺いたい。

１ 事業個票

２ 事業個票、評価シートの様式変更

・「短期目標以降（令和 4年度以降）の進め方」の欄を追加し、今後の取組方

針を記載した。

・「短期目標値（2021/R3）に対する評価」の欄を追加し、これまでの取組の総

括を記載した。

・「管理指標の有無」の欄を追加した。

No.4 【取組名変更】里山学習施設の管理運営及びプログラムの提供

令和 3年度から、森林環境教育プログラムの担当課が環境政策課から環境ふ

れあい課に変更になったため、令和 2年度の取組 No.4（里山学習施設の保全）

と No.5（森林環境教育プログラムの提供）を統合し、取組名を変更する。

No.8-3 【追加】みどりの住環境整備事業

新規の取組として、県外からの移住者などが行う、空き家を含む既存住宅の

庭の緑化整備を支援する。（最大 15 万円、1/3 補助）

No.17 （欠番）

昨年度の取組 No.17（多様な森林景観づくり）については、2020 オリンピッ

ク・パラリンピック自転車競技会場へのアクセス道路沿線等の森林整備を支援

する事業であり、令和元年度に事業が完了したため、欠番とする。

No.28 【追加】緑化グループ支援事業

静岡県グリーンバンクでは、これまでも地域で活躍する緑化グループの支援

を行ってきたが、令和 3年度から新たに「高齢者生きがい創造花壇グループ支

援事業」と「学校緑化活動グループ支援事業」を追加したため、新規の取組と

する。

資料２



３ 令和 4年度以降の管理指標（案）

①花と緑を慈しむ文化の創造

②花と緑による地域の魅力向上

③社会総がかりの緑化活動

４ 昨年度の有識者会議で出された主な意見

・花育教室については、「なぜやるのか」という方針の明確化が必要。

・里山学習施設の保全について、伐採した広葉樹の活用を検討。

・緑化資材の提供については、地域の特色ある花壇づくり活動の支援が必要。

・管理指標で数値が良くないものの説明。

・お花自慢の職場宣言の取組については、各機関との連携、長期の取組が必要。

芝生の管理状況が良好な園庭・校庭数

（旧：芝生が適正に維持管理された園庭・校庭数）

芝生の確認方法を明確にするため、指標名を変更する。

【廃止】グリーンバンクで支援している緑化活動団体数

【新規】地域の緑化活動団体数

グリーンバンクからの支援を受け、地域の緑化活動を続けている団体の累計

数とする。

【廃止】おもてなし空間創造箇所数

2020 オリンピック・パラリンピックに向けての指標であり、令和 2年度の

実績（8箇所）で短期目標値（2021/R3）（7箇所）を達成したため、廃止する。

【廃止】県主催花緑コンクールの応募件数

静岡県の次期総合計画の活動指標としてこの項目は設定しない予定であり、

代替指標を検討する。

【廃止】ふじのくに美しく品格のある邑づくり参画人数

【新規】ふじのくに美しく品格のある邑づくり関係人口

人口が減少していく地域においては、地域内協働力の増進を図るとともに、

地域外に住んでいながら地域との強い関わりを持つ人口を増やしていくこと

が重要であるため、邑づくりの活動に関わる人口（農地の保全・活用活動への

参加者や団体、邑づくりに係る情報の受発信者、邑づくりに係るオンライン交

流者や団体）を新たな指標として設定する。

【廃止】緑化コーディネーター養成講座開催回数

【新規】緑化コーディネーター養成講座修了者数

緑化コーディネーター養成講座では、開催件数では無く、修了者の累計人数

を指標とすることで、緑化活動の核となる人材を把握する。


